
  

 

 

 

 

校 長  野元 忠久 

 高校野球で見られるシーンですが、ベスト

８、ベスト４などになると全校応援となって

大掛かりな応援団が急遽編成されます。その

中で、野球部員が中心となって試合中、気持ち

のこもった応援が繰り広げられます。試合が

終わると、自分の高校の選手たちにはもちろ

んですが、戦った相手選手たちにもお互いの

健闘を称えてエールを贈ります。負けたチー

ムは、勝ったチームに「我々の分まで全力を尽

くせ」と。勝ったチームは、負けたチームに「最

後まで力の限りに戦ってくれたことへの感謝」

を。エールを贈るということはなんと素晴ら

しいことでしょう。「エール」という言葉を調

べてみました。「エール」とはもともと英語の

「yell」であり、主に「叫び声を上げる」「大

声で叫ぶ」「怒鳴る」という意味であり、あま

り良い意味では使われなかったようです。た

だ、それが、日本では「応援」や「声援」とい

う意味合いになり、「エールを贈る」のような

使われ方がされるようになったそうです。こ

のポジティブな発想から日本特有の「エール」

という言葉の使われ方が始まったことを嬉し 

 

 

 

く思いました。 

５月２１日に、１３０周年記念大会小山田

大運動会を晴天のもと開催することができま

した。３年間地域の方が参加できなかった、こ

の運動会は、種目限定ではありましたが、地域

の方々にも見守られて、子供たちが元気よく

活動することができ、嬉しく思いました。プロ

グラム１番目は、応援団による「エール交換」

です。応援団長の二人は、昼休みの応援練習に

それぞれ向かうとき、互いに「頑張ろう」と声

かけあって練習に向かったそうです。「小山田

の心を一つに」まさにスローガンにふさわし

い「エール交換」で開幕しました。１年生も初

めての運動会でしたが、まだ入学して間もな

いはずなのに良くあそこまでできると感心さ

せられました。また、手伝いに来てくれていた

中学生には、小学生への良き見本として係に

競技に頑張ってくれたことに感謝します。コ

ロナやインフルエンザ等、心配の種はいくつ

もありますが、大きな歓声がこだました１３

０周年の大会が無事開催されましたことに感

謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活目標 時間を守って行動しよう。 

保健目標 給食のきまりをきちんと守ろう。 

給食目標 むし歯予防をしよう。 

１日(木) プール開き 

全国小学生歯みがき大会 ５年 

４日(日) 歯と口の健康週間 ～１０日 

 あいご競技大会(小山田っ子のつどい) 

６日(火) 学校保健委員会，ＰＴＡ理事会 

     救命救急講習会（家庭教育学級） 

【６年児童，１年保護者,職員】 

     家庭教育学級開講式 

７日(水) 民生委員と語る会 10:00～11:00 

８日(木) 移動図書館 

思いやりの心を育てる人権教室 

１０日(土) 土曜授業 命の教育の日 

      田植え体験学習 ５年 

河頭中地区青少年健全育成協議会 

１４日(水)  児童総会③ 校内読書旬間 

１８日(日) 資源回収  

１９日(月) 防犯教室（不審者侵入避難訓練）  

２０日(火) 租税教室 ６年 

 児童クラブ運営委員会 

２１日(水) 読み聞かせ クラブ活動  

２２日(木) １３０周年記念事業実行委員会 

      移動図書館  

２７日(火) 音楽集会「孝子の歌」 

２８日(水) 竹細工教室 ４年 

 

 

6月の主な行事予定 

 

エールを贈る 



 

 

 

 

                                             

  地域の力に支えられて   
久しぶりの合同運動会を

きっかけに，コロナ禍で途

絶えていた地域の方々との

ふれあいが復活しました。 

約６０匹の鯉のぼり掲揚

には，子どもたちも参加。 

小山田太鼓踊り保存会の

方々からは，保護者が衣装

の着付けを学びました。 

小山田音頭保存会の方々

も，学校に来られて踊りを

伝えてくださいました。 

「地域で育てる小山田っ子」 

                   を感じました。 

創立 130周年記念小山田大運動会 5/21 
小山田音頭，輪投げ，玉入れなど，地域の方々と一緒に 

運動会を楽しむことができました。創立 130周年記念大会 

で，５５個の風船が子どもたちの夢を乗せて放たれました。 

                     青空に風船と 

                     鯉のぼりが 

                     色鮮やかで， 

                     気持ちも晴れ 

晴れ。笑顔と 

歓声が広がり 

ました。すて 

きな運動会と 

なりました。 

  

  学 校 運 営 協 議 会 と は   

昨年度から発足した学校運営協議会。地域の力を学校運営に導入し

て，学校運営の充実・活性化を図る目的があります。同協議会を設置

している学校をコミュニティ・スクールと呼びます。委員は，地域住

民や保護者等で，教育委員会が 

任命します。学校運営協議会は， 

校長が作成する学校運営の基本的 

な方針について承認を行うことや， 

教職員の任用に関して，教育委員 

会の定める事項について意見を述 

べることができます。今年度は 

5/10，7/11，10/31，2/27の予定。 

小山田小グランドデザインの承認， 

学校評価，学校のニーズに対する 

支援等について協議していきます。 

令和５年度学校運営協議会委員 

堂福 初幸  

稲留 勝己 町内会長会会長 

迫田 正広  

宮原 幹男 健康づくり部会長 

岩佐 睦美  

徳留 孝一 協議会事務局長 

新海 智治  

福村 勇一 ＰＴＡ会長 

福山 久   

 

 体力テスト  全学年 

握力,上体起こし,長座体前屈,

反復横跳び,ソフトボール投げ,立

ち幅跳び,シャトルラン,50ｍ走の

８種目に挑戦しました。  

 

 水害避難訓練・引渡し訓練 

 今年は８・６豪雨（1993年）から 30年

になります。小山田校区で土砂災害があ
ったことを忘れず，災害時に自分の身を
守る行動を考えておかねばなりません。 

 

性に関する指導  ２年生 

体のつくりの違いはあるが，一人

一人が大事。自分のよさや友達のよ

さを見つめる時間となりました。 

会長 


